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三
、
鄒
衍
の
五
徳
終
始
説 

 

こ
こ
で
は
、
五
行
説
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
鄒
衍
の
説
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
柄
を
確

認
し
、
そ
し
て
彼
と
「
思
孟
五
行
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
す
る
。 

 

鄒
衍
の
生
平 

 

鄒
衍
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
七
十
四 

孟
子
荀
卿
列

伝
附
騶
衍
伝
に
大
ま
か
な
紹
介
が
あ
る
。 

 

齊
有
三
騶
子
。
其
前
鄒
忌
…
…(
中
略)

…
…
其
次
騶
衍
、
後
孟
子
。
騶
衍

睹
有
國
者
、
益
滛
侈
、
不
能
尚
德
。
若
大
雅
、
整
之
於
身
、
施
及
黎
庶

矣
。
乃
深
觀
陰
陽
消
息
而
作
怪
迂
之
變
・
終
始
大
聖
之
篇
十
餘
萬
言
。 

斉
に
は
三
人
の
騶
子
が
い
た
。
一
人
目
は
鄒
忌
で
あ
り
…
…(

中
略)

…
…
二
人
目
は

騶
衍
で
あ
り
、
孟
子
よ
り
も
後
の
人
物
で
あ
る
。
騶
衍
は
、
国
を
治
め
る
者
た
ち
が
、

奢
侈
に
ふ
け
る
度
合
い
を
深
め
、
徳
を
尊
重
で
き
な
い
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

大
雅
に
も
、「
ま
ず
わ
が
身
を
修
め
、
そ
し
て
庶
民
に
そ
れ
を
及
ぼ
す
」
と
い
う(

1)

。

そ
こ
で
、
陰
陽
の
消
息
を
深
く
洞
察
し
、
『
怪
迂
之
変
』
・
『
終
始
大
聖
』
の
篇
、
十

余
万
言
を
著
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鄒
衍
は
、
徳
を
重
ん
じ
な
い
当
時
の
世
相
に
対
し
て
『
怪
迂
之
変
』・『
終

始
大
聖
』
を
著
し
、
そ
れ
は
「
陰
陽
消
息
」
を
省
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
鄒
衍
は
各
地
を
遍
歴
し
、
行
く
先
々
で
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

王
公
大
人
初
見
其
術
、
懼
然
顧
化
、
其
後
不
能
行
之
。
是
以
騶
子
重

于
齊
、
適
梁
、
恵
王
郊
迎
、
執
賓
主
之
禮
、
適
趙
、
平
原
君
側
行
襒

席
、
如
燕
、
昭
王
擁
彗
先
驅
、
請
列
弟
子
之
座
而
受
業
、
築
碣
石
宮
、

身
親
往
師
之
。
作
主
運
。 

王
公
や
大
人
は
、
騶
衍
の
説
を
聞
い
た
当
初
は
、
驚
い
て
心
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る
も

の
の
、
そ
の
後
で
実
行
す
る
こ
と
は
結
局
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
騶
子
は
斉

で
重
ん
じ
ら
れ
、
魏
に
行
く
と
恵
王
が
城
市
の
外
ま
で
出
迎
え
て
客
人
を
尊
重
す
る

礼
を
行
い
、
趙
に
行
く
と
平
原
君
が
付
き
添
っ
て
案
内
し
、
自
ら
席
の
塵
を
払
い
、

燕
に
行
く
と
昭
王
が
箒
で
道
を
清
め
な
が
ら
先
導
し
、
弟
子
と
し
て
教
え
を
受
け
た

い
と
願
い
、
碣
石
宮
を
築
か
せ
、
自
ら
そ
こ
へ
通
っ
て
師
事
し
た
。
そ
し
て
、
騶
子

は
『
主
運
』
を
著
し
た
。 

 

前
引
の
文
に
「
後
孟
子
」
と
あ
り
、
ま
た
こ
こ
で
趙
の
平
原
君
や
燕
の
昭
王
と
い
っ
た
人

物
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら(

2)

、
斉
で
言
え
ば
宣
王
・
湣
王
の
時
期
、
す
な
わ
ち
前

四
世
紀
末
か
ら
前
三
世
紀
前
半
頃
に
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
立
説
は
「
必
先
驗
小
物
、
推
而
大
之
、
至
于
無
垠
（
必
ず
ま
ず
は
小
さ
い
物
に
つ

い
て
考
察
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
推
し
広
げ
て
大
き
な
も
の
に
適
用
し
、
つ
い
に

は
無
限
に
ま
で
及
ぶ
）
」
と
い
う
こ
と
を
特
徴
と
し
た
。
こ
の
手
法
に
よ
り
、
ま
ず
中
国

の
事
物
を
考
察
し
、
そ
し
て
誰
も
目
に
し
た
こ
と
の
無
い
海
外
の
様
々
な
事
物
を
語
り
、

更
に
は
天
下
が
中
国
の
八
十
一
倍
広
く
、
所
謂
「
九
州
」
の
よ
う
な
も
の
が
更
に
八
つ
存

在
す
る
と
ま
で
述
べ
た
。
こ
れ
は
「
大
九
州
説
」
と
呼
ば
れ
る
。 

 

ま
た
、「
先
序
今
、
以
上
至
黄
帝
、
學
者
所
共
術
。
大
並
世
盛
衰
、
因
載
其
禨
祥
度
制
。

推
而
遠
之
、
至
天
地
未
生
窈
冥
（
ま
ず
今
の
こ
と
を
整
理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
黄
帝
に
ま

で
遡
る
。
こ
れ
は
学
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
る
手
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
き
く
各
時
代
の
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盛
衰
を
並
べ
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
吉
祥
・
凶
兆
・
制
度
を
述
べ
る
。
こ
れ
を
敷
衍
し
て
、

天
地
の
生
じ
る
以
前
の
幽
遠
な
時
代
に
ま
で
論
が
及
ん
だ
）
」
と
い
う
手
法
も
取
り
、
こ

れ
に
よ
り
、
「
天
地
剖
判
以
來
五
徳
轉
移
治
、
各
有
宜
而
符
應
（
天
地
が
分
か
れ
て
以
来

の
、
五
徳
が
移
り
変
わ
っ
て
治
者
を
変
遷
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
制
度
が
あ
っ
て
符

瑞
が
生
じ
た
）」
と
い
う
説
を
唱
え
た
。
こ
れ
を
「
五
徳
終
始
説
」
と
謂
う
。 

 

大
九
州
説
に
し
て
も
五
徳
終
始
説
に
し
て
も
、
い
ず
れ
も
身
近
な
事
柄
に
対
す
る
考
察

か
ら
敷
衍
し
て
、
直
接
見
聞
き
で
き
な
い
遠
い
事
柄
を
語
る
と
い
う
性
格
は
共
通
す
る
。

要
す
る
に
、
そ
の
考
察
対
象
が
空
間
で
あ
れ
ば
大
九
州
説
で
あ
り
、
時
間
で
あ
れ
ば
五
徳

終
始
説
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
特
に
五
行
と
関
連
が
深
い
五
徳
終
始
説
に
つ
い
て
、
詳
し

く
整
理
す
る
。 

 

五
徳
終
始
説 

 

鄒
衍
の
五
徳
終
始
説
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
巻
二
十
八 
封
禅
書
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
え
る
。 

 
 

自
齊
威
宣
之
時
、
騶
子
之
徒
論
著
終
始
五
德
之
運
、
及
秦
帝
而
齊
人
奏

之
、
故
始
皇
采
用
之
。 

斉
の
威
王
・
宣
王
の
時
か
ら
、
騶
子
の
徒
が
終
始
五
徳
の
運
行
を
論
じ
て
お
り
、
秦

の
始
皇
帝
の
時
に
な
っ
て
斉
の
人
が
こ
の
説
を
奏
上
し
た
。
そ
こ
で
始
皇
帝
は
こ
れ

を
採
用
し
た
。 

 

ど
の
よ
う
な
説
で
あ
っ
た
の
か
直
接
の
説
明
は
無
い
が
、
五
徳
終
始
説
を
始
皇
帝
が
何
ら

か
の
形
で
採
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

同
じ
く
封
禅
書
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 

 

或
曰
、
黄
帝
得
土
德
、
黄
龍
地
螾
見
。
夏
得
木
德
、
青
龍
止
於
郊
、
草

木
暢
茂
。
殷
得
金
德
、
銀
自
山
溢
。
周
得
火
德
、
有
赤
烏
之
符
。
今
秦

變
周
、
水
德
之
時
。
昔
秦
文
公
出
獵
、
獲
黑
龍
、
此
其
水
德
之
瑞
。
於

是
、
秦
更
命
河
曰
、
徳
水
、
以
冬
十
月
爲
年
首
、
色
上
黑
、
度
以
六
為

名
、
音
上
大
呂
、
事
統
上
法
。 

あ
る
人
が
述
べ
た
。「
黄
帝
は
土
徳
を
得
た
の
で
、
黄
龍
と
み
み
ず
が
現
れ
ま
し
た
。

夏
は
木
徳
を
得
た
の
で
、
青
龍
が
郊
野
に
止
ま
り
、
草
木
が
生
い
茂
り
ま
し
た
。
殷

は
金
徳
を
得
た
の
で
、
銀
が
山
か
ら
溢
れ
ま
し
た
。
周
は
火
徳
を
得
た
の
で
、
赤
烏

の
符
瑞
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
、
秦
が
周
に
取
っ
て
代
わ
り
、
こ
れ
は
水
徳
の
時
で

ご
ざ
い
ま
す
。
昔
、
秦
の
文
公
が
猟
に
出
か
け
た
際
に
黒
龍
を
獲
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
水
徳
の
瑞
祥
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

そ
こ
で
、
秦
は
河
を
改
名
し
て
「
徳

水
」
と
名
づ
け
、
冬
十
月
を
年
始
と
し
、
色
は
黒
を
尊
び
、
数
度
は
六
に
よ
っ
て
定

め
、
音
は
大
呂
を
尊
び
、
統
治
に
於
い
て
は
法
を
重
ん
じ
た
。 

 

こ
こ
で
は
黄
帝
か
ら
秦
に
到
る
ま
で
、
五
行
の
相
克
に
よ
っ
て
王
朝
交
代
が
生
じ
た
と
い

う
説
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
拠
っ
て
、
秦
が
自
ら
を
水
徳
と
し
、
年
始
を
十

月
と
し
、
色
は
黒
、
数
は
六
、
音
は
大
呂
、
物
事
で
は
法
を
重
ん
じ
る
姿
勢
を
示
し
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る(

3)

。 

こ
こ
で
明
言
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
説
は
鄒
衍
五
徳
終
始
に
基
づ
く
と
考
え

ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、『
文
選
』
賦
丙 

京
都
下 

左
思
三
都
賦 

李
善
注
の
引
く
劉
歆
『
七

略
』
に
、
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
鄒
子
有
終
始
五
德
、
從
所
不
勝
。
木
德
繼
之
、
金
德
次
之
、
火
德
次
之
、

水
德
次
之
。 

鄒
子
は
終
始
五
徳
説
を
唱
え
、
五
行
の
勝
た
な
い
方
に
徳
が
変
遷
し
た
と
い
う
。
木
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徳
が
そ
れ
（
土
徳
）
を
継
ぎ
、
金
徳
が
そ
れ
に
続
き
、
火
徳
が
そ
れ
に
続
き
、
水
徳

が
そ
れ
に
続
く
。 

 

こ
こ
で
は
明
確
に
、
鄒
氏
の
五
徳
終
始
説
が
、「
（
土
徳
）
―
→
木
徳
―
→
…
…
―
→
水
徳
」

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
封
禅
書
の
「
或
曰
」
以
下
の
内
容
は
、

こ
れ
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。 

ま
た
、『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧 
応
同
の
以
下
の
文
も
、
封
禅
書
の
「
或
曰
」
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
で
あ
り
、
や
は
り
鄒
氏
の
説
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

凡
帝
王
者
之
將
興
也
、
天
必
先
見
祥
乎
下
民
。
黃
帝
之
時
、
天
先
見
大

螾
大
螻
、
黃
帝
曰
、
土
氣
勝
。
土
氣
勝
、
故
其
色
尚
黃
、
其
事
則
土
。

及
禹
之
時
、
天
先
見
草
木
秋
冬
不
殺
、
禹
曰
、
木
氣
勝
。
木
氣
勝
、
故

其
色
尚
青
、
其
事
則
木
…
…(

中
略)

…
…
代
火
者
必
將
水
、
天
且
先
見
水

氣
勝
、
水
氣
勝
、
故
其
色
尚
黑
、
其
事
則
水
。
水
氣
至
而
不
知
、
數
備
、

將
徙
于
土
。 

帝
王
が
興
隆
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
は
、
必
ず
天
が
ま
ず
そ
の
祥
瑞
を
人
々
に
示

す
の
だ
。
黄
帝
の
時
に
は
、
天
が
ま
ず
大
ミ
ミ
ズ
・
大
ゲ
ラ
を
示
し
、
黄
帝
は
、「
土

気
が
勝
つ
」
と
述
べ
た
。
土
気
が
勝
つ
の
で
、
そ
こ
で
色
は
黄
色
を
尊
び
、
物
事
は

土
に
則
っ
た
。
禹
の
時
に
な
る
と
、
天
は
ま
ず
草
木
が
秋
・
冬
に
も
枯
れ
な
い
と
い

う
現
象
を
示
し
、
禹
は
、
「
木
気
が
勝
つ
」
と
述
べ
た
。
木
気
が
勝
つ
の
で
、
そ
こ

で
色
は
青
を
尊
び
、
物
事
は
木
に
則
っ
た
…
…(

中
略)

…
…
火
に
取
っ
て
代
わ
る
者

は
き
っ
と
水
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
天
は
ま
ず
水
気
が
勝
つ
瑞
祥
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。

水
気
が
勝
つ
の
で
、
そ
こ
で
色
は
黒
を
尊
び
、
物
事
は
水
に
則
る
。
水
気
が
至
っ
て

い
る
の
に
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
期
間
が
極
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
土
へ
遷
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
説
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

・
各
王
朝
に
は
五
行
の
徳
が
あ
る
（『
七
略
』・
封
禅
書
・
応
同
篇
）。 

 
 
 

黄
帝
―
―
土
、
夏
―
―
木
、
商
―
―
金
、
周
―
―
火
、
次
の
王
朝
―
―
水 

・
王
朝
交
代
の
順
序
は
、
五
行
相
克
の
順
で
あ
る
（『
七
略
』・
封
禅
書
・
応
同
篇
）。 

 
 
 

土
―
→
木
―
→
金
―
→
火
―
→
水 

・
各
王
朝
に
は
、
そ
の
徳
を
示
す
瑞
祥
が
伴
う
（
封
禅
書
・
応
同
篇
）。 

 
 
 

黄
帝
―
―
黄
龍
・
地
螾
の
出
現
、
夏
―
―
青
龍
の
出
現
・
草
木
の
繁
茂
、 

 
 
 

商
―
―
銀
の
出
現
、
周
―
―
赤
烏
の
出
現 

・
各
王
朝
は
、
そ
の
徳
に
基
づ
い
て
制
度
を
定
め
、
尊
重
す
る
色
を
決
め
る
（
封
禅
書
・

応
同
篇
）。 

 
 
 

黄
帝
―
―
黄
色
、
夏
―
―
青
色
、
商
―
―
白
色
、
周
―
―
赤
色 

 

第
一
節
で
扱
っ
た
よ
う
に
、
諸
侯
を
五
行
に
配
す
る
こ
と
は
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
る
。
過

去
の
王
朝
を
五
行
に
配
す
る
発
想
自
体
は
、
そ
の
延
長
上
に
あ
る
と
謂
え
よ
う
。
ま
た
、

五
行
の
相
克
も
、
や
は
り
第
一
節
で
引
い
た
よ
う
に
、
『
左
伝
』
や
『
墨
子
』
に
そ
の
一

部
が
見
ら
れ
る
。
五
徳
終
始
説
は
こ
う
い
っ
た
発
想
を
組
み
合
わ
せ
、
五
行
の
中
で
完
結

さ
せ
、
そ
の
上
で
王
朝
交
代
理
論
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
封
禅
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
説
に
基
づ
い
て
始
皇
帝
が
自
ら
を
水
徳
と
し
、

色
で
は
黒
を
尊
び
、
数
字
で
は
六
、
音
で
は
大
呂
を
尊
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
を
黄
河
に
対
し

て
述
べ
た
と
い
う
。
前
節
で
整
理
し
た
通
り
、
『
管
子
』
幼
官
が
黒
・
六
を
北
方
冬
に
配

当
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
で
は
明
確
に
五
行
の
水
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
時
令
の
説
を
、
季
節
ご
と
の
具
体
的
制
度
と
し
て
で
は
な
く
、
五
行
へ
の
配
当
と
い
う

抽
象
的
な
要
素
と
し
て
吸
収
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
時
令
と
は
関
連
し
な
い
、
各
王
朝
の
制
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度
変
遷
を
論
じ
る
材
料
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
十
月
を
年
始
と
し
な
が
ら
、
時

令
で
十
月
に
配
さ
れ
る
応
鐘
で
は
な
く
、
十
二
月
に
配
さ
れ
る
大
呂
を
尊
ん
で
い
る
。
こ

れ
も
、
月
ご
と
の
制
度
と
い
う
時
令
本
来
の
性
質
で
は
な
く
、
単
に
五
行
の
水
に
属
す
る

音
律
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
、
大
呂
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
鄒
衍
か
ら
始
皇
帝
に
到
る
ま
で
の
間
に
や
や
時
間
が
あ
り
、
ま
た
封
禅
書
が

「
燕
齊
海
上
之
方
士
傳
其
術
、
不
能
通
、
然
則
怪
迂
阿
諛
苟
合
之
徒
自
此
興
、
不
可
勝
數

也
（
燕
斉
の
海
上
の
方
士
た
ち
が
そ
の
説
を
伝
承
し
た
が
、
よ
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
迂
遠
な
怪
説
を
な
し
て
こ
び
へ
つ
ら
う
輩
が
盛
ん
に
こ
の
説
を

用
い
、
そ
の
数
は
数
え
切
れ
な
い
程
多
か
っ
た
）
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秦
朝
が

水
徳
と
し
て
選
択
し
た
事
物
は
、
鄒
説
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
後
の
方

士
た
ち
が
追
加
し
た
事
柄
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
、
五
行
説
史
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
れ
ら
が
鄒
氏
自
身
が
唱
え
た
説
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
材
の
性
質
や
占
術
の
論
理

（
『
左
伝
』
や
『
墨
子
』
に
見
ら
れ
る
）
と
し
て
説
か
れ
た
五
行
相
克
を
用
い
、
時
令
に

よ
る
配
当
を
も
利
用
し
て
、
戦
国
後
期
か
ら
秦
漢
に
か
け
て
の
時
期
に
、
歴
代
の
徳
運
・

制
度
変
遷
を
論
じ
る
五
徳
終
始
説
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
思
孟
五
行
」
と
の
関
係
に
つ
い
て 

 

『
荀
子
』
非
十
二
子
に
、
次
の
よ
う
な
語
が
あ
る
。 

 

案
往
舊
造
説
、
謂
之
五
行
、
甚
僻
違
而
無
類
、
幽
隱
而
無
説
、
閉
約
而

無
解
。
案
飾
其
辭
、
而
祇
敬
之
、
曰
、
此
真
先
君
子
之
言
也
。
子
思
唱

之
、
孟
軻
和
之
。 

昔
の
こ
と
を
考
察
し
て
説
を
な
し
、
彼
ら
は
こ
れ
を
「
五
行
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、

条
理
か
ら
外
れ
て
い
て
規
範
に
則
っ
て
お
ら
ず
、
分
か
り
に
く
く
て
明
確
に
説
明
せ

ず
、
言
葉
が
少
な
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
言
辞
を
飾
り
、
そ
れ
を

崇
め
、「
こ
れ
は
誠
に
昔
の
君
子
の
言
葉
で
あ
る
」
と
言
う
。
子
思
が
こ
れ
を
唱
え
、

孟
軻
が
そ
れ
に
和
し
た
。 

 

す
な
わ
ち
、
子
思
・
孟
子
等
が
、
古
代
の
こ
と
に
基
づ
い
て
「
五
行
」
と
い
う
説
を
な
し

た
と
い
う
。 

か
つ
て
は
こ
の
「
五
行
」
を
、
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
こ
と
と
解
釈
す
る
説
も

あ
っ
た(

4)

。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
に
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
「
仁
・
義
・
礼
・
知
・
聖
」

と
い
う
五
つ
の
「
行
」
に
つ
い
て
述
べ
る
帛
書
『
五
行
』
が
発
見
さ
れ
て
以
降
、
思
孟
五

行
の
「
五
行
」
を
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
と
見
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
妥
当
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

5)

。
更
に
、
一
九
九
三
年
に
郭
店
楚
墓
か
ら
竹
簡

『
五
行
』
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
『
五
行
』
の
成
立
が
荀
子
よ
り
遡
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
思
孟
五
行
説
の
「
五
行
」
が
「
仁
・
義
・
礼
・
知
・
聖
」
の
五
行
を
指
す
可

能
性
は
、
益
々
高
く
な
っ
た(

6)

。 
 

帛
書
『
五
行
』
の
文
章
が
「
経
」
と
そ
れ
を
解
説
す
る
「
説
」
か
ら
成
る
の
に
対
し
、

楚
簡
『
五
行
』
は
「
経
」
の
み
で
あ
り(

7)

、
か
つ
「
経
」
の
構
成
も
両
者
で
か
な
り
異

な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
共
通
の
思
想
が
見
ら
れ
、
特
に
冒
頭
部
分
は
ほ
ぼ
共
通
の
字

句
が
並
ぶ
。
以
下
、
楚
簡
『
五
行
』
の
冒
頭
部
を
引
く
。 

  
 

身
心

型
於
内
、
胃
之
悳
之
行
。
不
型
於
内
、
胃
之
行
。
義
型
於
内
、
胃
之

悳
之
行
。
不
型
於
内
、
胃
之
行
。
豐
型
於
内
、
胃
之
悳
之
行
。
不
型
於

内
、
胃
之
□
。
□
□
於
内
、
胃
之
悳
之
行
。
不
型
於
内
、
胃
之
行(

8)

。

聖
型
於
内
、
胃
之
悳
之
行
。
不
型
於
内
、
胃
之
悳
之
行
。
悳
之
行
五
和
、

胃
之
悳
。
四
行
和
、
胃
之
善
。
善
、
人
道
也
。
悳
、
天
道
也
。 

仁
が
内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
徳
の
行
」
と
言
う
。
内
面
に
形
成
さ
れ
て
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い
な
い
（
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
）
こ
と
を
「
行
」
と
言
う
。
義
が
内
面
に
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
「
徳
の
行
」
と
言
う
。
内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
（
後
天
的
に

獲
得
さ
れ
た
）
こ
と
を
「
行
」
と
言
う
。
礼
が
内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
徳

の
行
」
と
言
う
。
内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
（
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
）
こ
と
を

「
□
」
と
言
う
。
□
が
内
面
に
□
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
徳
の
行
」
と
言
う
。
内
面

に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
（
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
）
こ
と
を
「
行
」
と
言
う
。
聖
が

内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
徳
の
行
」
と
言
う
。
内
面
に
形
成
さ
れ
て
い
な

い
（
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
）
こ
と
を
「
行
」
と
言
う
。
五
つ
の
「
徳
の
行
」
が
和

す
こ
と
を
「
徳
」
と
言
い
、
四
つ
の
「
行
」
が
和
す
こ
と
を
「
善
」
と
言
う
。
善
は

人
の
道
で
あ
り
、
徳
は
天
の
道
で
あ
る
。 

  

『
五
行
』
に
は
、
次
の
二
点
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。 

 

・「
五
行
」（「
仁
・
義
・
礼
・
知
・
聖
」
）
の
徳
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
心
の
働
き

が
必
要
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、「
変
」（
心
に
思
い
慕
う
こ
と
）
を
端
緒
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
る
こ
と
で
「
仁
」
の
実
現
へ
到
達
で
き
る
。
ま
た
、

「
直
」
（
ま
っ
す
ぐ
な
心
を
持
つ
こ
と
）
を
端
緒
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の

段
階
を
経
る
こ
と
で
「
義
」
の
実
現
へ
到
達
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
に
つ
い
て
、

そ
の
端
緒
と
な
る
生
来
の
性
質
や
そ
れ
を
志
す
こ
と
と
い
っ
た
内
在
的
な
要
素
と
、

実
際
に
実
現
し
た
状
態
と
に
分
け
て
考
え
、
先
天
性
・
後
天
性
、
意
志
・
結
果
の
い

ず
れ
を
も
重
視
し
て
い
る
。 

・
四
行
（
帛
書
に
よ
れ
ば
「
仁
・
義
・
礼
・
知
」
）
が
「
和
」
す
こ
と
を
「
善
」
と
謂

い
、
五
行
全
て
が
「
和
」
す
こ
と
を
「
徳
」
と
謂
う
。「
善
」
は
人
道
で
あ
り
、「
徳
」

は
天
道
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
行
の
実
現
・
統
合
に
よ
り
達
す
る
理
想
的
境
地
が
、

個
々
の
五
行
よ
り
も
一
段
高
い
次
元
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
五
行
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
う
ち
の
「
仁
・
義
・
礼
・
知
」
は
、
『
孟
子
』
に
も
見

え
る
概
念
で
あ
り
、
そ
の
端
緒
と
し
て
内
心
の
状
態
が
重
視
さ
れ
る
点
も
共
通
す
る
が
、

具
体
的
な
主
張
に
は
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
文
献
が
果
た
し
て
思

孟
五
行
説
と
如
何
な
る
関
係
を
有
す
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る(

9)

。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
の
『
五
行
』
に
、
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
と
の
対
応
が
全
く
見
ら
れ
な
い
点

に
つ
い
て
は
、
諸
家
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
林
克
氏
は
、
『
五
行
』
を
思
孟
五
行
の
説
と
見
な
し
た
上
で
、
鄒
衍
五
徳

終
始
説
を
、
こ
れ
と
関
連
付
け
る
論
を
試
み
て
い
る
。
林
氏
は
、
鄒
衍
の
五
徳
終
始
論
の

特
徴
を
、
①
各
王
者
に
非
視
覚
的
な
徳
が
備
わ
り
、
②
新
王
朝
誕
生
時
に
そ
の
徳
が
祥
瑞

と
い
う
形
で
現
れ
、
③
新
王
朝
は
そ
れ
に
応
じ
て
政
治
制
度
を
整
え
る
、
と
い
う
三
点
に

ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
①
の
特
徴
に
、
天
与
で
非
視
覚
的
な
徳
を
唱
え
た
『
五
行
』

と
の
類
似
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
鄒
衍
が
思
孟
学
派
の
流
れ
を
受
け
て
、
従
来
の
五
材

的
な
五
行
と
は
異
な
る
、
非
視
覚
的
な
五
行
を
設
定
す
る
五
徳
終
始
説
を
生
み
出
し
た
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鄒
衍
の
五
徳
終
始
説
が
王
朝
の
推
移
を
説
く
こ
と
に
も
、『
孟

子
』
公
孫
丑
下
・
尽
心
下
に
見
え
る
王
朝
五
百
年
周
期
説
、
つ
ま
り
孟
子
か
ら
の
影
響
を

見
出
す(

10)

。 
 

林
氏
の
説
は
、
鄒
衍
を
孟
子
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
、
意
欲
的
な
試
論
で
あ
る
。
た
だ
、

現
存
す
る
資
料
か
ら
は
、
充
分
な
根
拠
を
得
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
非
視
覚
的
な
徳
と
い

う
点
で
は
、『
管
子
』
四
時
に
見
え
る
「
星
徳
」「
日
徳
」
と
い
っ
た
言
葉
も
、
こ
れ
に
当

た
る
。
か
つ
、
そ
の
徳
に
応
じ
て
何
ら
か
の
現
象
が
顕
現
す
る
と
い
う
説
も
、
や
は
り
時

令
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も
『
孟
子
』
や
『
五
行
』
の
影
響
と
言

い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
簡
帛
の
『
五
行
』
と
鄒
衍
説
と
の
関
連
を
見
出
す
の
は
、
難
し
い
。 
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-------------------- 
 

鄒
衍
の
五
徳
終
始
説
は
、
王
者
の
徳
を
五
行
に
分
類
し
、
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
歴
史

上
に
於
け
る
王
朝
交
代
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
行
説
を
大
き
く
拡
充
し
た
。
ま
た
、

（
『
左
伝
』
に
は
断
片
的
に
見
え
る
も
の
の
）
現
存
す
る
資
料
の
中
で
は
五
行
相
克
が
完

備
し
た
最
初
の
例
で
も
あ
る
。
鄒
衍
本
人
の
説
か
否
か
は
不
明
な
が
ら
、
水
徳
と
し
て

「
六
」
「
大
呂
」
の
尊
重
が
主
張
さ
れ
る
等
、
時
令
説
か
ら
も
五
行
的
要
素
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
相
克
説
と
時
令
説
を
吸
収
し
て
、
王
朝
交
代
史
と
い
う
、
両
者
と
異
な
る
新
た

な
領
域
の
五
行
説
を
作
り
出
し
た
と
謂
え
よ
う
。 

鄒
衍
の
説
は
、
戦
国
後
期
に
非
常
に
流
行
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
や
や
後
れ
て
戦
国
晩

期
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
日
書
』
に
は
、
五
行
相
勝
説
が
見
え
る
（
次
節
を
参
照
）
。

こ
れ
が
鄒
衍
説
に
影
響
さ
れ
た
た
め
か
否
か
を
断
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も

前
三
世
紀
に
鄒
衍
や
日
者
た
ち
に
よ
っ
て
五
行
相
勝
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 


